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鮮
魚
産
出
-
私
案
第
　
五
　
号

二

㌔

㌃

｢
国
際
陳
亨
者
毎
｣
把
対
応
す
る
施
策
充
実
陪
観
す
る
意
見
書
に
つ
S
て

こ
の
こ
と
に
つ
S
て
､
別
紙
の
と
お
-
内
閣
総
理
大
臣
､
大
蔵
大
臣
､
藤
生
大
臣
'
労
働
大
在
l
文
琳

大
臣
好
意
風
音
を
梯
出
す
る
｡

昭
和
五
十
五
年
九
月
二
十
七
日硬
も
若
者
　
三
朝
町
寮
会
議
鼻

賛
成
者
　
三
部
町
索
食
譲
鼻

/賛
成
恵
　
　
三
勧
町
議
会
勝
負

賓
成
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三
部
町
節
会
藤
島

牽
成
者
　
　
三
朝
町
蘇
金
森
員

賛
成
者
　
　
三
朝
町
蘇
金
額
農

飽
和
五
時
五
年
九
月
廿
七
日
席
奪
甘
食
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三
朝
町
議
会
或
長
牧
田
嶺
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貰

｢
拘
除
障
害
者
年
｣
准
対
応
す
る
準
策
充
実
に
幽
す
f
Q
.
意
見
書

1
九
八
宗
は
国
連
が
決
議
し
た
｢
国
際
障
害
者
年
｣
で
あ
る
｡
社
会
保
障
の
白
附
は
,
す
べ
て
の
人

が
ど
の
よ
う
か
状
態
や
条
件
の
も
と
に
あ
つ
て
も
､
平
等
に
,
人
樹
ら
し
-
生
治
を
営
む
こ
せ
が
で
量

産
を
全
う
で
き
る
こ
と
に
あ
る
｡

ノ

軸
の
訴
登
に
よ
る
身
体
障
害
者
数
壮
'
在
宅
～
施
改
入
所
者
､
･
+
八
歳
未
満
の
児
童
を
含
め
百
十
三
万

人
を
教
え
'
し
か
も
日
常
生
活
で
介
番
を
妾
す
る
者
が
約
三
十
九
万
人
､
畿
た
き
少
状
態
に
在
る
者
は
八

万
三
千
人
と
な
っ
て
S
告
･
専
ら
妊
謄
筆
者
の
高
齢
化
傾
向
は
故
著
で
多
少
,
生
宿
の
窮
過
紘
生
活
保
護

率
が
l
般
世
帯
の
内
借
'
住
民
税
､
所
得
税
の
非
誠
税
世
帯
が
亀
民
全
世
帯
と
歓
べ
約
二
倍
と
な
っ
て
S

る
状
線
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
｡
加
え
て
家
族
の
介
麹
負
.
越
が
き
あ
め
て
退
室
と
な
つ
で
障
害
者
を
か
か

′

え
る
世
帯
の
生
活
は
破
壊
さ
れ
つ
つ
′
為
る
と
S
え
る
｡

去
.
A
l
う
芸
態
に
対
し
､
従
来
か
ら
の
医
務
,
教
育
､
労
働
,
生
活
施
策
壮
所
掩
官
庁
に
ょ
つ
七
億

別
に
行
わ
れ
'
総
合
的
か
つ
有
機
的
を
対
応
を
欠
き
1
斉
性
と
整
合
性
が
な
い
.

以
上
の
実
態
か
ら
も
嘩
害
者
対
態
の
抜
本
的
を
改
革
結
き
わ
め
享
楽
貴
で
あ
る
と
S
わ
ね
ば
な
ら
怠
り
〇

＼

､

し
た
が
っ
て
､
政
府
壮
身
体
障
害
者
と
健
常
者
が
一
座
と
牢
つ
て
･
福
祉
社
会
を
建
設
す
み
長
期
的
展
望
紅

立
っ
て
次
の
藤
発
を
実
現
す
る
よ
う
､
賓
請
す
る
も
の
で
あ
る
｡

≠

＼

･
｢
敵
背
老
年
把
卦
等
r
障
筆
者
の
白
｣
毎
定
を
含
む
奴
＼
解
声
･
S
と
悼
軍
年
衝
動
十
年
計
画
を
光
表
す



I

る
こ
と
O

L
r
　
障
害
者
鞠
傭
韓
親
の
見
直
し
1
,
･
総
合
約
･
有
機
的
連
け
1
強
化
に
よ
っ
て
障
害
者
手
芸
を
徹
底

〝
　
′
す
る
よ
う
'
市
政
機
構
の
合
理
的
改
革
を
実
施
す
る
こ
と
｡

･
1
'
心
身
障
害
者
の
発
生
膜
凶
の
解
明
お
よ
び
根
本
的
治
準
準
備
立
の
た
め
,
匝
立
研
究
セ
ン
タ
ー
を
穀

態
す
る
と
と
｡

-
､
歯
欝
発
生
予
防
の
た
め
､
早
顛
発
見
､
早
期
治
療
を
め
ざ
す
予
防
医
療
の
充
実
･
阜
僻
を
姓
か
る
と

I

と
｡
ま
た
､
医
療
･
治
擬
と
と
も
に
掛
立
覇
業
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ト
を
整
備
拡
充
し
雇
用
の
促
進
を
牲

か
､
る
こ
と
｡

｢
福
祉
･
医
療
騰
芸
事
鋳
僻
見
の
計
画
約
番
成
確
保
.
の
推
進
と
訪
問
者
震
度
の
制
完
の
芸

重
度
･
重
症
障
害
者
沸
教
.
の
磐
傭
拡
充
を
､
実
務
す
る
こ
と
｡

7
1
.
生
活
援
軍
の
強
化
と
し
て
潮
稗
額
換
除
塵
の
改
善
お
よ
び
障
害
者
捜
除
額
,
特
別
障
害
者
捷
除
欝
な

ら
び
に
障
奮
者
の
非
課
磯
限
度
額
を
引
き
あ
げ
る
｡
.
ま
た
課
税
最
低
娘
引
J
l
げ
の
滅
税
対
象
と
な
ら
を

S
少
儲
働
敬
老
お
よ
び
非
約
耕
者
に
対
し
｢
負
の
所
禅
税
｣
制
鮭
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
七

r
r
義
幸
格
祉
･
年
金
､
福
祉
手
当
お
よ
び
特
別
児
音
扶
巻
手
当
等
の
増
額
,
対
象
の
拡
大
､
所
得
制
限
の

農
耕
を
葉
襲
す
る
こ
と
｡

嘉
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
堅
壷
の
頼
定
に
よ
り
意
見
番
′
を
操
出
す
る
.
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